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Ⅰ．緒言
対人競技において求められる体力要素としては、敏捷

性（アジリティ）が挙げられ、これまでにも多くの研究
がなされてきた。アジリティは、視覚情報や予測、状況
把握などから成る「知覚・判断因子」と、方向転換時の
身体の傾き調節やストライド調節といった動作技術、直
線でのスプリント速度、下肢筋力や筋パワーなどの脚筋
力特性から成る「方向転換速度」の２つの要素に大別さ
れ、それらの組み合わせによって成り立っているとの考
え方がある（Young et al., 2002）。

また、方向転換については、接地時から膝関節最大
屈曲時までのimpact absorption phaseと膝関節最大屈曲
時から離地時までのpropulsion phaseに分けることがで
き、特に後方への方向転換時のimpact absorption phase
において、体幹傾斜変位量と接地時間の間には有意な正
の相関がみられること（笹木ら、2008）や、方向転換
走タイムと接地時間との間には有意な正の相関（塩川ら、
1998）あるいは正の相関傾向（Sasaki et al., 2011）が認
められることが報告されている。

対人競技の一つであるサッカーでは、１試合に一人あ
たりおよそ50回の方向転換を行っていること（Withers 
et al., 1982）や、チーム全体で１試合当たり700回以上の
方向転換が行われていること（Bloomfield et al., 2007）
が報告されている。これらの点から、方向転換能力は
サッカー選手において重要な体力要素の一つであるとい
える。また、実際のスポーツ場面を考えると、１試合を
通じて安定して方向転換能力を発揮できることが重要で
あると考えられる。すなわち、優れた方向転換能力を有

していたとしても、時間経過と共にその能力が低下して
しまうのであれば、それは優れた方向転換能力を有して
いるとはいえないであろう。しかし、後方への方向転換
動作を繰り返し行った場合に、方向転換時の接地時間と
体幹傾斜変位量との関連性にどのような影響が出るのか、
また方向転換能力（速度）とこれらの指標との関係にお
いても、どのような影響が出るのかについては検討がな
されていない。

そこで本研究では、サッカーを日常的に行っている男
子大学生を対象に、後方への方向転換走を左右交互に繰
り返し行わせた場合に、方向転換時の接地時間と体幹傾
斜変位量との関係性がどのように変化するのかについて
検討した。また、それとあわせて、方向転換走速度を
決定する要素とされる下肢筋パワー（ドロップジャン
プ形式の垂直跳び）や10mスプリント速度（Young et al.，
2002）も測定することで、これらの影響も加味した上
で、方向転換走タイムと接地時間や体幹傾斜変位量との
関連性を検討した。

Ⅱ．方法
１．被験者

被験者は、Ｙ大学体育会サッカー部に所属する健康な
男子大学生19名（年齢20.１±1.1歳、身長169.6±4.8cm、
体重62.1±6.0kg、利き脚右17名、利き脚左２名）とした。
実験を行うにあたり、被験者全員に実験の目的や内容、そ
の手順について十分に伝え、途中で辞退することができる
ことを説明し、参加の同意を得た上で実験に臨んでもらっ
た。また、ヘルシンキ宣言の趣旨に則り実験を実施した。

＊アルビレックス新潟シンガポール（2017年シーズン）
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２．後方への方向転換走
５ｍ四方の正菱形の一角からスタートし、５ｍの直

線走後、90度の方向転換点で後方への方向転換を行
い、再び５ｍの直線走を行いスタート地点と対角の位置
をゴールとする後方への方向転換走を30秒のインター
バルを挟み左右35本ずつ（計70本）行わせた（図１）。
また本研究では、左と右の撮影を別々に分けて行う必要
があったため、計２回の方向転換走を行った。

撮影はビデオカメラ（CASIO社、EX-F1）を用いて行
い、左あるいは右方向における後方への方向転換走の最
初と最後の10本ずつの方向転換の様子を、前額面およ
び矢状面の２方向から1/300秒コマで撮影した（図１）。

後方への方向転換時の足の運びについては、右への方
向転換時には右脚で90度方向を転換し、左への方向転
換の場合には左脚で90度方向を変換して試技を行うよ
うに統一した。またこの時、方向転換点横に軸足を置く
場所の目印となるテープを貼り、被験者はそのテープを
目安に方向転換時の軸足を接地するように指示した。方
向転換時にはスタート地点側に目線を向けるよう指示
をすることで、前額面から見た場合のimpact absorption 
phaseにおける過度の回旋を防ぎ、前額面での体幹傾斜
角度の誤差を最小限に抑えるようにした（図１）。

サッカーの試合の中で行われる方向転換としては０度
から90度までのものが最も多いとされている（Bloomfield 
et al., 2007）ことから、本研究では方向転換の角度を前
述のように90度とした。

３．測定項目および方法
１）後方への方向転換走に関する測定

後方への方向転換走の繰り返しにおいて測定した項目

および方法は、以下のとおりである。
実際のスポーツ場面を想定すると、グラウンドでの測

定を行うべきであると考えられるが、全ての被験者が同
一の条件下でテストを行なうことが困難であると判断し
たため、今回の測定はすべて体育館で行った。
（１）方向転換走タイム

方向転換走のタイムの測定にはマットスイッチシステ
ム（竹井機器工業社、TKK315C）を用い、走タイムは
1/1000秒まで測定した。スタート時は後ろ足をマット
スイッチに乗せ、試技の途中で足の位置を極端に変えな
いようにした上で、被験者には最大努力下で試技を行う
ように指示をした。
（２）接地時間

撮影した方向転換時の映像をもとに、動作解析ソフト
（DKH社、Frame-DIASⅣ）を用いて、地面に足が接地
し、再び足が地面から離れるまでの時間を接地時間とし
て計測した。
（３）体幹傾斜角度および体幹傾斜変位量

撮影した方向転換時の映像をもとに、動作解析ソフト
（DKH社、Frame-DIASⅣ）を用いて、体幹傾斜角度お
よび体幹傾斜変位量を測定した。体幹傾斜角度は、両肩
峰にマーカーを貼り付け、マーカーを結んだ線と地面と
が成す角度とし、その変化量を体幹傾斜変位量とした。

先行研究（笹木ら、2008）では、方向転換動作は接地
時から膝関節最大屈曲時までのimpact absorption phase
と膝関節最大屈曲時から離地時までのpropulsion phase
の２つの局面に分けて考察されており、本実験において
も、これら２つの局面に分け、それぞれでの体幹傾斜変
位量を測定した。

これらの値は、前述のとおり、方向転換走時に撮影し
た映像をもとに動作解析ソフトFrame-DIASⅣを用いて
算出した。しかし、本研究では二次元動作解析によって
これらの値を算出したため、前額面および矢状面にお
けるpropulsion phaseの体幹傾斜角度は、回旋による誤
差などによって正確な値ではない可能性があった。また、
先行研究（笹木ら、2008）において、propulsion phase
の体幹傾斜変位量が方向転換動作（接地時間）に及ぼす
影響は低いことが示されている。そのため、本研究で
はpropulsion phaseの体幹傾斜変位量の測定は行ったが、
検討の対象からは除外することにした。

今回用いた測定値については、撮影した試技１本目か
ら10本目のうち、極端にタイムの良いものと悪いもの
を除いた中から５本を選び、その試技における各測定値
（走タイム、接地時間および体幹傾斜変位量）の平均を
前半の値とし、撮影した試技26本目から35本目のうち、
極端にタイムの良いものと悪いものを除いた中から５本
を選び、その試技における各測定値（走タイム、接地時
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間および体幹傾斜変位量）の平均を後半の値とした。

２）10mスプリント走のタイム
方向転換走を開始する前に、マットスイッチシステム

（竹井機器工業社、TKK315C）を用いて10mスプリン
ト走のタイムを３回測定し、その中で最もタイムの良
かったものをスプリント走タイムの記録とした（図１）。
その後、方向転換走を繰り返す中でも方向転換走の左
右合計35本目終了時点および方向転換走左右合計70本
目終了時点で、それぞれ10mスプリント走を１回行わせ、
同様の方法でそのタイムを測定した。スタート時は、後
ろ足をマットスイッチに乗せ、試技の途中で足の位置を
極端に変えないようにした上で、被験者には最大努力下
で試技を行うように指示をした。

３）腕の反動を用いない片足および両足での垂直跳び
（プレジャンプあり）

垂直跳びは、腕の反動を用いない片足および両足での
タッチ式による垂直跳びとし、その高さを測定した。そ
して、これらの値を下肢筋パワーの指標とした。被験者
は壁に対して平行に横を向き、左右いずれかの壁側の腕
を限界まで伸ばし、反対側の腕は下ろしたまま腕の反動
を用いずにプレジャンプを行った上で垂直跳びを行った。
測定はそれぞれ2回ずつ行い、数値の良かった方を記録
として用いた。

４．統計処理および統計解析
測定値はすべて平均値±標準偏差で示した。
後方への方向転換走における前半と後半での各測定値

の比較は対応のあるｔ検定を用いて行なった。また、前
半の左右各方向への後方への方向転換走タイムと方向転
換時の接地時間、10ｍスプリント走タイムおよび各垂
直跳びの値、それぞれとの関係および前後半の左右各方
向への後方への方向転換走タイム差と方向転換時の接地
時間差、10ｍスプリント走タイム差および各垂直跳び
の値、それぞれとの関係を明らかとするために、単相関
係数（Pearsonの積率相関係数）および他の説明変数の
影響を除外した偏相関係数を算出し、相関係数の有意性
の検定を行なった。同様に、前半の左右各方向への後方
への方向転換時の接地時間と体幹傾斜変位量および各垂
直跳びの値、それぞれとの関係および前後半の左右各方
向への後方への方向転換時の接地時間差と体幹傾斜変位
量の差および各垂直跳びの値、それぞれとの関係を明ら
かとするために、単相関係数および偏相関係数を算出し、
相関係数の有意性の検定を行なった。

なお、統計学的有意水準は、すべて５％未満とした。

Ⅲ．結果
１．後方への方向転換走を繰り返し行った際の前半と後
半の各測定値およびスプリント走タイム

後方への方向転換走を繰り返し行った際の前半と後半
の走タイム、接地時間、体幹傾斜変位量およびスプリン
ト走タイムを表１（左方向への方向転換時）および表２
（右方向への方向転換時）に示した。

今回、方向転換走を繰り返し行った際に測定した各測
定項目においては、方向転換走（左方向への方向転換
時）前と終了直後の10ｍスプリント走タイムに有意な
差（p<0.05）が認められた以外、前半と後半との間で
有意な差が認められた測定項目はなかった。

２．後方への方向転換走前半における方向転換走タイム
と接地時間、10ｍスプリント走タイム（１本目）およ
び各垂直跳びの値との関係

後方への方向転換走前半における方向転換走タイムと
接地時間、10ｍスプリント走タイム（１本目）および
各垂直跳びの値、それぞれとの間の単相関係数および偏
相関係数を表３（左方向への方向転換時）および表４
（右方向への方向転換時）に示した。
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左方向への方向転換時について、単相関係数からみる
と、後方への方向転換走前半における方向転換走タイム
と接地時間との間に有意な正の相関関係（p<0.05）が
認められ、10ｍスプリント走タイムとの間に正の相関
関係を示す傾向（p<0.1）が認められた。偏相関係数か
らみると、方向転換走タイムと接地時間（p<0.01）お
よび10ｍスプリント走タイム（１本目）（p<0.05）と
の間にそれぞれ有意な正の相関関係が認められた。

右方向への方向転換時について、単相関係数からみる
と、後方への方向転換走前半における方向転換走タイム
と接地時間との間に正の相関関係を示す傾向（p<0.1）
が認められ、10ｍスプリント走タイム（１本目）との
間に有意な正の相関関係（p<0.05）が認められた。偏
相関係数からみた場合、方向転換走タイムと接地時間
（p<0.05）および10ｍスプリント走タイム（１本目）
（p<0.01）それぞれとの間に有意な正の相関関係が認
められた。

方向転換走タイムと各垂直跳びの値との間には、左右
いずれの方向転換時においても単相関係数、偏相関係数
いずれも有意な相関関係は認められなかった。

３．後方への方向転換走の前後半でのタイム差と接地時
間差、10ｍスプリント走タイム差および各垂直跳びの
値との関係

後方への方向転換走の前後半でのタイム差と接地時間
差、10ｍスプリント走タイム差および各垂直跳びの値、
それぞれとの間の単相関係数および偏相関係数について
表５（左方向への方向転換時）および表６（右方向への

方向転換時）に示した。

左方向への方向転換時については、単相関係数および
偏相関係数いずれにおいても、後方への方向転換走の前
後半でのタイム差と接地時間差との間に有意な正の相関
関係（p<0.05）が認められた。

右方向への方向転換時については、単相関係数および
偏相関係数いずれにおいても、後方への方向転換走の前
後半でのタイム差と10mスプリント走タイム差との間に
有意な正の相関関係（p<0.01）が認められたが、接地
時間差との間には有意な相関関係は認められなかった。

方向転換走の前後半でのタイム差と各垂直跳びの値と
の間には、左右いずれの方向転換時においても単相関係
数、偏相関係数いずれも有意な相関関係は認められな
かった。

４．後方への方向転換走前半の接地時間と前額面におけ
るimpact absorption phaseの体幹傾斜変位量および各
垂直跳びの値との関係

後方への方向転換走前半の接地時間と前額面における
impact absorption phaseでの体幹傾斜変位量および各垂
直跳びの値、それぞれとの関係を表７（左方向への方向
転換時）および表８（右方向への方向転換時）に示した。

左方向への方向転換時については、単相関係数およ
び偏相関係数いずれにおいても、後方への方向転換
走前半の接地時間と前額面におけるimpact absorption 
phaseの体幹傾斜変位量との間に有意な正の相関関係
（p<0.05）が認められた。

右方向への方向転換時についても、後方への方向転換走
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前半の接地時間と前額面におけるimpact absorption phase
の体幹傾斜変位量との間に、単相関係数（p<0.05）お
よび偏相関係数（p<0.01）いずれにおいて有意な正の
相関関係が認められた。

接地時間と各垂直跳びの値との関係については、左右
いずれの方向転換時においても単相関係数、偏相関係数
いずれも有意な相関関係は認められなかった。

５．後方への方向転換走の前後半での接地時間差と前額
面におけるimpact absorption phaseの体幹傾斜変位量
の差および各垂直跳びの値との関係

後方への方向転換走の前後半での接地時間差と前額面
におけるimpact absorption phaseの体幹傾斜変位量の差
および各垂直跳びの値、それぞれとの単相関係数および
偏相関係数を表９（左方向への方向転換時）および表
10（右方向への方向転換時）に示した。

左への方向転換時については、単相関係数からみる
と、後方への方向転換走の前後半での接地時間差と前
額面におけるimpact absorption phaseの体幹傾斜変位量
の差との間に有意な正の相関関係（p<0.05）が認めら
れ、垂直跳び（左足）の値との間に正の相関関係を示
す傾向（p<0.1）が認められた。偏相関係数からみた場
合、後方への方向転換走の前後半での接地時間差と前
額面におけるimpact absorption phaseの体幹傾斜変位量
の差との間に有意な正の相関関係（p<0.05）が認めら
れ、垂直跳び（左足）の値との間にも有意な正の相関関
係（p<0.05）が認められた。また、垂直跳び（右足）の
値との間には負の相関関係を示す傾向（p<0.1）が認め
られた。

右への方向転換時については、単相関係数および偏
相関係数いずれにおいても、後方への方向転換走の前
後半での接地時間差と前額面におけるimpact absorption 
phaseの体幹傾斜変位量の差との間に有意な正の相関関
係（p<0.05）が認められた。各垂直跳びの値との関係
については、単相関係数、偏相関係数いずれも有意な相
関関係は認められなかった。

Ⅳ．考察
１．後方への方向転換走を繰り返し行った際の前半と後
半の各測定値およびスプリント走タイムの変化

本研究を行うにあたり、事前に被験者数名を用いて、
予備実験的に後方への方向転換走を繰り返し行った場合
には方向転換走タイムが低下することを確認していた。
しかし、本研究の結果では、方向転換走（左方向への方
向転換時）前と終了直後の10ｍスプリント走タイムと
の間に有意な差（平均0.029秒の差）が認められた以外、
方向転換走前半と後半との間で有意な差が認められた測
定項目はなかった（表１および２）。

本研究では、全ての被験者において、方向転換走タイ
ム、接地時間および体幹傾斜変位量の値が前半よりも後
半で大きくなったわけではなく、中には前半よりも後半
の値の方が小さくなった被験者もみられた（図２および
図３中の実線の円で示した部分）。その結果、平均値で
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見た場合に前半と後半で値にほとんど差がでなかったと
考えられる。後半で値が小さくなった者では、おそらく
後方への方向転換走を繰り返し行ったことによる動作技
術の獲得などによって、接地時間や体幹傾斜変位量が小
さくなり、走タイムも速くなったと考えられる。

また、本研究では、距離10ｍの後方への方向転換走
を30秒間の休息を挟んで繰り返し行ったが、この方向
転換走は2.4秒程度で終了することから（表１および
２）、クレアチンリン酸系のエネルギー需要量（供給
量）は必ずしも多くなく、また30秒の休息があれば、
この供給系は十分に回復することが可能であったのでは
ないかと考えられる。したがって、クレアチンリン酸系
のエネルギー欠乏による疲労の影響は少なく、方向転換
走のタイムにも明らかな影響は生じなかったのではない
かと考えられる。この点は、右方向への方向転換時の方
向転換走の繰り返し前と後では、10ｍスプリント走の
タイムに差がないこと、また、左方向については、繰り
返し前と後でスプリント走のタイムに有意な差はあるも

のの、その差は平均0.029秒と僅かであることからも支
持されるであろう。

２．後方への方向転換走タイムと接地時間、10ｍスプ
リント走タイムおよび各垂直跳びの値との関係

後方への方向転換走前半の方向転換走タイムと接地時
間および10ｍスプリント走タイムとの間には、左右の
方向転換いずれにおいても有意な正の相関関係が認めら
れたが、各垂直跳びの値との間には左右の方向転換いず
れにおいても有意な相関関係は認められなかった（表３
および４）。

塩川ら（1998）は、直角方向変換走タイムと接地時
間との間に有意な正の相関関係がみられること、また、
Sasaki et al.（2011）は、180度の方向転換を含む往復全
力走の走タイムと接地時間との間に正の相関関係を示す
傾向がみられることを報告している。加えて、塩川ら
（1998）は、直角方向変換後方走タイムと直線走タイ
ムとの間に有意な正の相関関係がみられること、また直
角方向変換後方走タイムと腕の振り上げを用いない垂直
跳びの値との間には有意な相関関係がみられないことを
報告している。したがって、本研究の結果は、これら
の先行研究と同様の結果を示していると言える。一方、
Young et al.（2002）は、ドロップジャンプによる跳躍
高を接地時間で除した値（リバウンドジャンプ指数と同
様の値）と方向変換走のタイムとの間に有意な負の相関
関係が認められることを報告している。本研究において
も、プレジャンプを行う、すなわちドロップジャンプに
近い方法で垂直跳びを行わせたが、方向転換走のタイム
と垂直跳びの値との間に有意な相関関係は認められな
かった。塩川ら（1998）も、本研究と同様、各方向変
換走タイムとリバウンドジャンプ指数との間に明らかな
相関関係はみられないことを報告しており、必ずしも垂
直跳びやドロップジャンプの記録が方向転換走のタイム
と関係するとは限らないようである。

したがって、本研究の結果から、これまでの報告で示
されている前方への方向転換走同様、後方への方向転換
走においても、方向転換走タイムには、スプリント走の
タイムだけでなく、方向転換時の接地時間が影響を及ぼ
していることが示唆された。

本研究では、後方への方向転換走を繰り返した際の前
半と後半の方向転換走タイム差と接地時間差、10ｍス
プリント走タイム差および各垂直跳びの値、それぞれと
の関係において、左方向への方向転換時では前後半での
方向転換走タイム差と接地時間差との間に有意な正の相
関関係が認められた（表５）。また、右方向への方向転
換時では、前後半での方向転換走タイム差と10ｍスプ
リント走タイム差との間に有意な正の相関関係が認めら
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れたが（表６）、接地時間差との間には有意な相関関係
は認められなかった。しかし、図２に示した右方向への
方向転換を繰り返した際の前半と後半の方向転換走タイ
ム差と接地時間差との関係をみると、２人の被験者の極
端な値（図２中の矢印の値）によって相関関係がみられ
なかったことが推測された。この２人の値を除いた場
合の相関係数はr=.570 （n=17、p<0.05）となっており、
右方向への方向転換時においても、前後半での方向転換
走タイム差と接地時間差との間に正の相関関係が認めら
れるのではないかと考えられた。

したがって、本研究では、後方への方向転換走におい
て、方向転換時の接地時間は方向転換走タイムに影響を
及ぼすだけでなく、後方への方向転換走を繰り返し行っ
た場合においても、方向転換時の接地時間の差が後方へ
の方向転換走タイムの差に影響を及ぼしていることが示
唆された。

一方、後方への方向転換走を繰り返した際の前後半の
方向転換走タイム差と各垂直跳びの値との間には、いず
れの方向においても有意な相関は認められなかった。前
述のように、必ずしも垂直跳びやドロップジャンプの記
録が方向転換走のタイムと関係するとは限らないため、
垂直跳びの値は方向転換走タイム差にも影響を及ぼさな
かったのではないかと考えられる。

３．後方への方向転換時の接地時間と前額面における
impact absorption phaseの体幹傾斜変位量および各垂
直跳びの値との関係

後方への方向転換走の左右いずれの方向転換時にお
いても、方向転換走前半の接地時間と前額面における
impact absorption phaseの体幹傾斜変位量との間には有
意な正の相関関係が認められたが、各垂直跳びの値との
間には、いずれも有意な相関関係は認められなかった
（表７および８）。

笹木ら（2008）は、後方への方向転換走における方
向転換時の接地時間とimpact absorption phaseの体幹傾
斜変位量との間に有意な正の相関関係がみられると述
べており、Sasaki et al.（2011）も、180度の方向転換を
含む往復全力走における方向転換時の接地時間とimpact 
absorption phaseにおける前方への体幹傾斜変位量との
間に有意な正の相関関係が認められることを報告してい
る。また、塩川ら（1998）は、直角方向変換後方走の
接地時間と腕の反動を用いない垂直跳びの記録やリバウ
ンドジャンプ指数との間に有意な相関関係はみられない
ことを報告している。本研究の結果は、これらの先行研
究と同様の結果を示していると言える。

したがって、本研究においても、笹木ら（2008）の
研究同様、後方への方向転換を行う際に、前額面におけ

るimpact absorption phaseの体幹傾斜変位量は方向転換
時の接地時間を決定する重要な要素であることが示唆さ
れた。

本研究では、後方への方向転換走を繰り返した際の前
半と後半の方向転換時の接地時間の差と前額面における
impact absorption phaseの体幹傾斜変位量の差との間に
も、左右の方向転換時いずれにおいても、有意な正の相
関関係が認められた（表９および10）。これらの結果
から、本研究により、新たに後方への方向転換走を繰り
返し行った場合においても、前後半の前額面における
impact absorption phaseの体幹傾斜変位量の差は、方向
転換時の接地時間の差を決定する重要な要素であること
が示唆された。

後方への方向転換走の前後半での接地時間差と各垂直
跳びの値との間においては、左方向への方向転換走時に
おいて、接地時間差と垂直跳び（左足）の値との間に有
意な相関関係が認められた（表９）。しかし、それは正
の相関関係であった。本来はプレジャンプを行った上で
の垂直跳びの記録が良ければ、ドロップジャンプのよう
なreactive strength の働き（Young at al.、2002）によっ
て接地時間が短縮すると考えられ、負の相関関係が成り
立つことが予想された。しかし、本研究では逆の相関関
係となった。本研究で用いた垂直跳びの記録は、連続し
て跳躍した場合の跳躍高の変化率を求めたわけではなく、
絶対値として測定した値であった。そのために、予想し
た前後半の差との関係が認められかったのではないかと
考えられた。また、前述のように、本研究の結果や塩川
ら（1998）の報告では、後方への方向転換時の接地時
間と腕の反動を用いない垂直跳びの記録やリバウンド
ジャンプ指数との間には有意な相関関係が認められてい
ない。そのため、垂直跳びの値は接地時間の差にも影響
を及ぼさなかったと考えることもできる。

体幹傾斜変位量の変化には体幹安定性が関与すると考
えられ、体幹傾斜変位量の変化には体幹の安定性に関わ
る筋機能（大久保ら、2009）が影響を及ぼした可能性
が考えられる。しかし、本研究では、後方への方向転換
走を繰り返し行った場合、前述のように、全ての被験者
において、体幹傾斜変位量の値が前半よりも後半で大き
くなったわけではなく、前半の値よりも後半の値の方が
小さくなった被験者も認められた（図３中の実線の円で
示した部分）。後方への方向転換走を繰り返し行った場
合に、このような筋機能が前半に比べて後半で高まると
は考えにくいため、後半の体幹傾斜変位量の減少に体幹
の安定性に関わる筋機能が関与したとは考えにくい。し
たがって、後方への方向転換走時の体幹傾斜変位量の値
が前半に比べて後半で小さくなった要因は、後方への方
向転換走を繰り返し行ったことによる方向転換時の姿勢
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調節などの動作技術の獲得によるものであると考えるの
が妥当であろう。

４．研究の限界
本研究では、方法のところで述べたように、２次元動

作解析を用いて体幹傾斜角度を測定している。そのため、
前額面においても、体幹の回旋によって、測定した体幹
傾斜角度に誤差が生じることが考えられる。しかし、本
研究では、方向転換時の体幹回旋角度は測定していない。
笹木ら（2008）も、２次元動作解析によって後方への
方向転換走時の体幹傾斜角度や体幹傾斜変位量の測定を
行っており、その際、方向転換時に目線を定めることに
よって体幹の過度の回旋が起きないように配慮していた。
そこで本研究でも、笹木ら（2008）と同様、方向転換
時に目線をスタート地点側に定めるとともに、方向転換
点横にテープを貼り、そのテープを目印に方向転換を行
うように指示をした。目線を定めることにより、身体が
方向転換時に前額面に対して正対しやすくなり、さらに
方向転換点横にテープを貼り、そのテープを方向転換時
の軸足を置く目安とすることで、方向転換点より手前に
軸足を置くことによる前額面におけるimpact absorption 
phaseでの過度の回旋を防ぐようにした。予備実験にお
いて、２次元動作解析による前額面における体幹傾斜角
度は、体幹の回旋角度を10度以下に抑えることができ
れば、真の体幹傾斜角度とほぼ同じ値となることを確認
した。しかし、本研究において、前述の留意点を守らせ
ることにより、impact absorption phaseで体幹の回旋角
度を10度以下に確実に抑えることができたかどうかは
定かではない。したがって、今回の体幹傾斜変位量の測
定には、10度以上の体幹の回旋による体幹傾斜角度の
誤差の影響が含まれていた可能性があり、この点は本研
究の限界として考慮しておく必要がある。

本研究で用いた被験者19名のうち、17名は利き脚が
右脚で、２名は左脚であった。したがって、利き脚の違
いも本研究の結果に影響を及ぼすことが考えられた。し
かし、本研究の結果では、方向転換走タイムと接地時間、
接地時間と前額面におけるimpact absorption phaseの体
幹傾斜変位量との間には、多くの場合、左右いずれの方
向転換時においても有意な正の相関関係が認められた。
そのため、本研究においては、利き脚の違いによる影響
は少なかったのではないかと考えられる。

上述の研究の限界を考慮する必要があるが、以上のこ
とから、本研究では、後方への方向転換走を繰り返し行っ
た場合においても、接地時間の差は方向転換走タイムの
差に影響を及ぼす要因であり、体幹傾斜変位量の差は接
地時間の差に影響を及ぼす要因であることが示唆された。

Ⅴ．要約
本研究では、後方への方向転換走を繰り返し行った際

の方向転換走タイム、接地時間および体幹傾斜変位量と
の関係について、直線スプリント走タイムや下肢筋パ
ワー（ドロップジャンプ形式の垂直跳び）の影響を加味
した上で検討した。

得られた主な結果は以下のとおりである。
１．方向転換走（左方向への方向転換時）前と終了直

後の10ｍスプリント走タイムとの間に有意な差
（p<0.05）が認められた以外、方向転換走の繰り
返し前半と後半との間で有意な差が認められた測定
項目はなかった。

２．方向転換走前半の方向転換走タイムと接地時間との
間には、左右いずれの方向転換時においても有意
な正の相関関係（偏相関係数, p<0.05）が認められ、
前後半の方向転換走タイム差と接地時間差との間に
は左方向への方向転換時において有意な正の相関関
係（偏相関係数, p<0.05）が認められた。

３．方向転換走前半の接地時間と前額面におけるimpact 
absorption phaseの体幹傾斜変位量との間には、左
右いずれの方向転換時においても有意な正の相関関
係（偏相関係数,p<0.05）が認められ、前後半の接
地時間差と前額面におけるimpact absorption phase
の体幹傾斜変位量の差との間にも左右いずれの方向
転換時においても有意な正の相関関係（偏相関係
数, p<0.05 ）が認められた。

以上のことから、後方への方向転換走を繰り返し行っ
た場合、接地時間の差は方向転換走タイムの差に影響を
及ぼす要因であり、体幹傾斜変位量の差は接地時間の差
に影響を及ぼす要因であることが示唆された。
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